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 こんにちは。⽇本も暑い季節がやってきていると思いますが、マカオも湿度が上がってき
てどんどん体感温度が上がってきています。５⽉が終わり、私のマカオ⼤学での前期のすべ
ての過程が終了し、夏休みに突⼊しました。５⽉は主に、期末テストが前半にあり、また、
⽇本⼈の他の⼤学からの留学⽣とお別れをしました。⽇本⼈の留学⽣とは、たくさんの思い
出を作ったので、とても寂しかったです。また、後半の２週間弱、ルームメイトのホームタ
ウンである、中国本⼟の福建省というところに遊びに⾏ってきました。今⽉は、期末テスト
についてと、その中国本⼟への旅⾏について書いていきたいと思います。 
 
・期末テスト 

ほとんどの授業が４⽉いっぱいで終了し、私の場合、５⽉には授業がありませんでした。
マカオ⼤学の期末テスト期間は、５⽉の１週⽬が完全なるテスト勉強期間となり、授業もテ
ストも全くない１週間になります。そして、２週⽬から約２週間かけてテストが⾏われます。
⼈によっては５⽉前半で全てのテストが終わってしまう⼈もいて、夏休みに突⼊します。私
は、テストが４つありましたが、５⽉１０⽇に全て終了しました。私がとっていた授業のほ
とんどが FBA というビジネス学部の授業だったからか、中間テストと同様に、ほとんどが
選択問題でした。正直、どう勉強すればよいかいまいちわからなかったのもあり、授業プリ
ントを⼀通り⾒てテスト勉強を終わらせてしまいました。私のとっていた授業は、期末テス
トはもちろん重要ですが、それ以上にファイナルプロジェクトと⾔って、先⽉の報告書にも
書いたように、最後のグループプレゼンテーションが成績に⼤きく関わってくるので、期末
テストをそこまで難しくしていないのだろうと思います。とは⾔っても、しっかり対策をし
ていなかったので、テストの⼿ごたえはいまいちでした。成績が出るのが少し怖いです。と、
思っていたら成績が出ていました。テストの⼿ごたえからの想像の割には良い成績でした。
マカオ⼤学の成績のつけ⽅が緩いのか、それとも、留学⽣だからなのか。 
 
・ルームメイトのホームタウンへ 
 今回は初めての中国⼤陸への旅⾏へ⾏ってきました。福建省という、台湾から左に向かっ
て⼤陸にあたるところです。せっかくなら中国の家庭を体験したいと思い、⻑い夏休みを利
⽤し、ルームメイトに実家に遊び⾔っていいかと聞くと、私のルームメイトも彼⼥の家族も
快く承諾してくれました。２週間弱お世話になりました。⾏きは、電⾞を乗り継いで寮を出
てから彼⼥の家に着くまで約１２時間ほどでしょうか。⻑い旅でしたが、ルームメイトと⼆
⼈だったので苦ではありませんでした。（ちなみに、帰りは⼀⼈だったので厦⾨空港からマ
カオ空港まで⾶⾏機で２時間でした。）⽥舎だと聞いていたのですが、着いてみれば私の想



像する⽇本の⽥舎とは違い、割と近くに⼤きなショッピングモールがあったりと割と栄え
ているようでした。交通量が多いのでどこも
三⾞線の道路ばかりだったこともそう感じた
理由かもしれません。ルームメイトの家族は
お⽗さん、お⺟さん、妹、そして彼⼥の４⼈で
したが、⼀緒に親戚が住んでいたり、すぐ隣
の家がお⽗さん⽅の親戚の家だったりしまし
た。彼⼥の家族はほとんど英語が話せないの 
                          
お⺟さんの⼿料理 
で、通訳してもらうか、⾝振り⼿振りでコミュニケーションをとったりしていました。ご飯
もいただきましたが、お⺟さんの作るフライドチキンがとてもおいしかったです。少し離れ
たとこにアパートの⼀室も持っており、週末にはそこに泊まりに⾏きました。そこでは、お
⺟さん⽅の親戚がたくさん集まってご飯を⾷べたり、ゲームをしたり、テレビを⾒たりしま
した。親戚同⼠のつながりが⽇本よりもとても強いと感じました。親戚の⼈たちも英語が話
せる⼈がいなかったので、少し困惑した部分はありましたが、とても賑やかな家族で話して
いることはほとんど分かりませが、とても楽しい雰囲気を味わうことが出来ました。普段は、
家でごろごろしていることがほとんどでしたが、外⾷しに⾏ったり、映画を⾒に⾏ったり、
散歩をしに⾏ったりと、ゆったりとした時間を過ごしました。 

また、私が⼀番びっくりしたことが、ルームメイトの甥っ⼦の１歳の誕⽣⽇がちょうどあ
ったのですが、そのお祝いで、びっくりするくらいの⼈数の親戚などが集まっていました。
聞いたところ４００⼈ほどきていたそうです。これにはとてもびっくりしました。１か⽉、
１歳、１６歳、結婚するときにこのようなお祝いをするそうです。 

この旅⾏中で、カエルとワニを初めて⾷べま
した。味はおいしかったです。このように、ロ
ーカルな⾷べ物もたくさん⾷べられた旅でし
た。 

この旅⾏で、家族と会話という会話が出来な
かったことが残念だったので、もっと中国語を
勉強しようと思いました。みんな、またおいで
と⾔ってくれたのでその時までに少しでも会
話ができるようになっていればいいなと思い
ます。                 中国旅⾏最終⽇に訪れた厦⾨市にある中⼭街 

今⽉はこの辺で終わろうと思いますが、マカオ⼤学での前半の半年は後悔が残ることが
多かったので、夏休み中にいろいろ考えて、後半の半年は後悔の無いように過ごしたいと思
います。 


